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（１９８２年８月　岩波書店）

松　尾　　　洋

（１）

　本書をひらいて ，まず目をとらえたのは扉に引用されたふたつの文章であ った。すな

わち ，目本国憲法から ，「この憲法が目本国民に保障する基本的人権は，人類の多年に

わたる白由獲得の努力の成果であ って ，これらの権利は，過去幾多の試錬に堪へ 現在

及び将来の国民に対し，侵すことのできない永久の権利として信託されたものである 。」

と， 第９７条の条文が引かれているのがそのひとつである 。もうひとつはｒ田中正造晩年

の目記」から ，ｒ目本人の気風は，下より起らず，上よりす。民権も官よりす。目本の

民権は，民人より発揚するにはあらざるなり 。憲法すら上よりせり 。鳴呼，一種不思議

の気風なり 。目本今君主専制国の如く ，又立憲の如く ，盗賊国の如く ，此三種を以てせ

り。 危し危し。」と記されている 。

　これらの引用句は，もとより著者そのひとの感概そのものではないが，この文章から

この書のために筆を取り ，書き上げた意味がわかるような気がする 。今目 ，目本国民に

保障された基本的人権が天から降って得られたものではなく ，一世紀余にわたる人民の

苦闘，少なくとも大日本帝国憲法が公布された１８８９年いらい ，新憲法がとっ て代わ った

１９４６年までの６０年問にわた って ，多くの人びとが血と涙を捧げて手にしたということで

あろう 。そして ，これらの基本的人権は上から ，官から守られるのではたく ，国民が下

から護るよう記されているのだというのが，著者がこの書を書くに当た っての決意であ

ったのではないだろうか。また，本書を読み終わ った巻末（２８２ぺ一ジ）には，ｒもともと

地上には道がたか った。歩くひとが多くなれぱそこが道になるのだ」という ，魯迅の言

葉が付けられている 。これらの権利を人民のものにし ，護 っていくためには，最初から
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定められた方法があ ったわけではなく ，多くの先進的な人びとが模索し ，団結してきり

ひらいて来たので，これからもきりひらいて道をつくっ ていかなげれぱならないのだと

いうことを ，著者は訴えているのではないだろうか 。

　著者は，このような実践的な意義を目標として ，本書を明治維新を起点として今目に

いたる ，目本資本主義の形成期からはじまる労働運動，農民運動，婦人解放運動，学生

運動，部落解放運動，文化運動から ，戦後におげる平和運動，原水爆禁止運動，母親運

動， 科学者運動たどにいたるまで，一世紀余にわたるあらゆる分野の杜会運動を鳥敵し

た通史としてまとめている 。著者は，「はしがき」の冒頭で，「この本の主題は，明治

緯新から現在までの目本におげる杜会運動を概観することである。すたわち，目本資

本主義の発達 ・変化のなかで ，労働者階級を中心に農民 ・勤労市民などの諸階層が，生

活と権利のため ，民主主義と平和のために集団的 ・組織的にたたか ってきた足どりの基

本線をあきらかにすることが目的である 。いいかえれは，目本人民の自由と民主主義の

ためのたたかいの前進を，具体的事実にもとづいて検証することがこの本の課題であ

る。 」と書き ，つづげてｒもともと私が杜会運動史の研究を志した動機は，目本から ，

そして地球上から貧乏と戦争をたくしたい，そのための条件を学問をつうじて探りたい ，

ということであ った。そういう立場から私は，……この本を書くことについて長年考え

つづけてきた。たかなか実現できないでいたが，ファシズムと戦争の黒い影が急速に濃

くな ってきた８０年代初頭の情勢にたいする危機感につき動かされて ，今やらねぱ，と書

き上げた。」と述べている 。

　著者のこれらの言葉によっ て， 本書の意図するところはおのずから明らかである 。重

ねていえぱ，本書は，労働者をはじめとして ，農民，学生，婦人，未解放部落民などの

被支配者 ・被圧迫者の立場に立ち ，これらの人ぴとの生活と権利，民主主義と平和をめ

ざしてたたか ってきた長い闘争を ，労働者階級の視点から書かれていることが特徴の第

１である 。今目 ，杜会 ・労働運動史の研究はいよいよ深化され，各運動分野にわたり ，

個々の局面，個々の事件たどにわた って資料の発掘や分析が精綴化されるようにな った 。

しかし ，その一方で，それぞれの時代の苦闘に満ちた先進者の運動が，今目承認される

ような水準の運動論と行動とを持たず，錯誤が多いことによっ て， これらの運動を否定

的に批判しようとする傾向も出て来ている。あるいは，個々の運動，個々の事件が発生

した諸条件を徴細にわた って易ｕ扶することには熱心であるが，それらの運動，それらの

事件のたかに根ざす階級闘争としての本質を明らかにすることを避けたり ，または忘れ
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ているのではないかと思われる研究も存在するようである。本書は，本文の全文２８２べ

一ジという比較的に少ない紙数のたかに，約１００年にわたる杜会運動の各分野にわたる

運動をほとんど網羅する通史としての性格から ，個々の運動，個々の局面を深化できな

いのは当然であるが，そのよっ て起こる権力の構造や階級関係を簡潔に明らかにし，労

働者 ・農民など勤労市民の運動の歴史的意義を明確にしていることは敬意にあたいす

る。 今目 ・労働組合運動などが統一の名のもとに反共主義 ・労資漉調主義の枠のなかに

はめ込まれ，体制内化され，著者も「大企業を先頭に，経営者と組合右派幹部が一体と

なっ て，“企業防衛
’’

を優先課題にかかげて ，生活防衛を唱える戦闘的労働者を差別待

遇し ，圧迫を加える人権侵害の反憲法的状況がひろが」（２７６べ一ジ）っ ていると書いて

いる今目的状況において ，杜会運動の隅ずみまでを階級闘争としての位置づけを明らか

にすることはとくに必要である 。

　著者は，さきにあげた「はじめに」の文章につづいて ，「私は『未来のために，過去

について』と心に唱えながら ，白分なりの整理をや ってみた。私が心がげたことは ，

多くの人たちに，とりわけ若い世代に読みやすいようにということであ った。そのため

学術書の条件のようにた っている注言己を原則として省略した。そのかわり運動諾団体の

『宣言』や『綱領』の類を ，かなり多く原文のままで本文のあいだにはさみこんだ。そ

の時代の空気を感じとっ てもらえれぱ，という趣旨である」とも記している 。著者は ，

この本を学術書として学界に提示するよりも ，むしろ多くの働く人びと ，とくに若い労

働者や学生に入門書として ，あるいはテキストとして書かれているのも ，本書の特徴の

第２である 。しかし ，これは，著者が杜会運動史を通俗化したことを意味するものでは

ない。本書を通読して ，評者は，本書の簡潔た叙述のなかから ，全体としての杜会 ・労

働運動史の ，あるいは個々の局面のとらえ方，理解の仕方などについておおいに啓発さ

れた。以上が，本書を読んでの評者の感想である 。

（２）

　本書の内容をその章別構成によっ て見れぱつぎのとおりである。たお，その内容の細

部を見やすくするため ，本書のｒ目次」には摘出されていないが，併せて各章 ・節のな

かの中見出しもかかげておくことにする 。

第一章　目本資本主義の彩成と自由民権運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３１）
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　　　　　　　　明治緯新（１８６８）一憲法発布（１８８ｇ）

　　　明治維新地租改正　自由民権運動の発展　自由民権運動の挫折　天皇制の確立

　　　「富国強兵」「殖産興業」と労働者階級の低抗の開始　目清戦争

第二章　産業資本主義の確立と労働運動の台頭

　　　　　　　　目清戦争（１８９４～９５）　　大逆事件（１９１０）

　第一節　目露戦争まで

　　　産業革命　女工展史　労働組合期成会　治安警察法　杜会民主党　普選運動

　第二節　目露戦争後

　　　開戦と平民杜　「非戦論」　杜会運動の激化　「大逆事件」　足尾鉱母事件

第三章　独占資本主義の確立と杜会運動の組織化

　　　　　　　　友愛会（１９１２）　　合法無産政党の分立（１９２６）

　第一節　ｒ冬の時代」からの脱出

　　　第一次世界大戦と独占資本主義の確立　大正デモクラシー運動　友愛会から総同

　　盟へ　杜会主義運動の再生 ・ｒ小さき旗上げ」　 ロシァ革命と目本　米騒動　朝鮮 ・

　　中国におげる目本帝国主義反対闘争

　第二節　組織化の時代

　　　労働組合運動の発展　目本農民組合の結成　学生運動　掃人解放運動　水平杜の

　　結成　戦後恐慌とアナ ・ボ ノレ論争　目本共産党の創立　関東大震災と白色テ ロノレ

　　総同盟の分裂，評議会の結成　男子普通選挙法と治安維持法の制定　合法無産政党

　　の分立

第四早　大恐慌とｒ合理化」反対闘争

　　　　　　　　金融恐慌（１９２７）　　世界恐慌（１９２９）

　　　恐慌から恐慌によろめく目本資本主義　対支非干渉運動　　目本共産党の再建と

　　ｒ二七年テーゼ」　第一回普通選挙と三 ・一五，四 ・一六事件　左翼の苦闘　「合

　　理化」反対闘争　小作争議の激化

第五章　十五年戦争と杜会運動の衰退

　　　　　　　　「満州事変」（１９３１）　敗戦（１９４５ ・８ ・１５）

　第一節　ファシズムと戦争をめぐっ て

　　　十五年戦争と軍事ファシズムの制覇　戦争経済の進展と労働者状態の悪化　労働

　　運動の右傾化　反戦闘争と目本共産党のｒ三二年テーゼ」　プ ロレタリア文化運動
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　第二節　「暗い谷問」

　　　弾圧の強化とｒ紘向閑題」　人民戦線箏件　産業蝦閏会

嫡六巾　アメリカ軍占領下の民主主義運動

　　　　　　一敗戦（１９４５ ・８ ・１５）一朝鮮戦箏（１９５０）

　雛一節　民主主叢革命

　　　ポツダム 宜言　新憲法の制定　廃塘のなかの立ちあがり　総同盟と産別会、羨　眠

　　主的大衆団体の結成　民主人民戦線運動　生産管理戦術から産別１０月闘争へ　二 ・

　　一ゼネストに向か って　 マッ カーサー司令官のゼネスト禁止

　雄二節　杜会党内閣のもとで

　　　「冷たい戦争」　杜会党内閣と地域闘争　民主主義擁護同盟　民主化同盟　　労

　　働戦線における対立と分裂　政令２０１号

　塘三節　戦後第一の反動期

　　　ドッ ジ旋風　下山事件　三鷹事件　松川事件　１９４９年夏の意味　朝鮮戦争と共産

　　党弾圧　 レッド ・バージと総評の結成

第七章　サソフラソシスコ 体制の成立と平和四原則

　　　　　　　　講和条約 ・安保条約の締結（１９５１）　　ＭＳＡ協定（１ｑｏ４）

　　　特需ブーム　平和運動の成立　サソフラソシスコ 講和会議　平和四原則　破防法

　　反対闘争　ニワトリからアヒノレヘ　幹部闘争から大衆闘争へ ＝統一と団結のひろが

　　り　ぐるみ闘争

第八章　五五年体制の成立と安保闘争

　　　　　　　　高度経済成長の開始（１９５５）　　安保と三池（１９６０）

　　　五五年体制の成立　農民運動の再編成と低迷　原水爆禁止運動　母親大会　勤評

　　闘争 ・警職法闘争　安保条約の改定　目本をゆるがした三十五目間　三池争議

第九章　高度経済成長から構造的危機へ

　　　　　　　　１９６０年代以降

　　　高度経済成長が生みだしたもの　分裂の季節　新しい貧困と革新統」のたたかい

　　右傾化の潮流　むすび

　上記によっ て， 著者が本書に書こうとした内容のあらましをうかがうことができる 。

木書は，第一章から第五章までを第二次大戦まえとして１４９ぺ一ジ ，第六章から第八章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３３）
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までを第二次大戦後として１９６０年までを１１４ぺ一ジ ，第九章を１９６０年以降の総括と展望

として３１べ一ジが当てられており ，戦前と戦後とがほぼ同じ比重でとらえられている 。

　本書が，第一章を，きわめて簡潔に要約されてはいるが，明治維新から日清戦争まで

の二十余年間に当てられていることには重要な意味がある 。著者は，（１）西南雄藩の開明

的な下級武士層が，ｒ世直し」をめざす農民，都市勤労人民の反封建闘争のエネ ノレ ギー

を利用しつつ，達成された維新をつうじてｒ天皇を頭にいただき ，これらの下級武士出

身者が官僚として，あるいは軍人として指導権をにぎる統一国家を打ち立てた」（２ぺ一

ジ）こと ，（２）しかし，「耕作農民が土地を獲得する土地革命がおこなわれなか ったため

に， 農村では寄生地主的土地所有が形成され，拡大し，小作人への搾取の基盤のうえに

資本主義的工業が発展することにた った」（２ぺ一ジ）こと ，（３）地租改正をつうじて ，

「寄生地主制が形成される基礎をかため…… ，耕作農民から土地を奪って地主の手に集

中させ，農民層の分解を促進してプ ロレタリアートをうみ出す」（３ぺ一ジ）一方，ｒ農

民からの地租の徴収が明治政府の租税収入の６０－８５パーセソトを占めて最大の財政的基

礎となり ，資本主義的工業を育成する財源とな った」（４ぺ一ジ）こと ，（４）これにたいし

フノレノヨ ア民主主義をめさし ，国会開設 ・地租軽減 ・不平等条約の改正を要求する自由

民権運動がおこり ，ｒ没落士族層 ，農民，商工業者の経済的要求と結びつき ，かれらを

組織して明治政府と対決する革命的政治闘争に発展した」（６へ一ソ）が，さまざまの政

治的治安立法によっ て弾圧したこと ，（５）このような自由民権運動は，「主力部隊とたる

耕作農民の窮乏化と革命化にかかわらず，強固な指導的中核が育 ってい」（９べ一ジ）ず ，

「強力な中央集権的な軍隊と警察で武装し ，権力を駆使し」（同）た天皇の政府に敗北し

たこと ，（６）こうして１８８９年 ，ｒ大目本帝国憲法」が発布され，ｒ天皇を頂点」とし ，ｒ強

大た軍隊と警察を装備して無制限，絶対の権力をもち ，地主と特権的資本家との階級的

利益を代表した」（１０べ一ジ）絶対主義的天皇制，あるいは軍事的警察的天皇制が確立し

たこと ，以上が十余ぺ一ジの僅かな紙数のなかに，的確に描き出されている 。

　このような絶対主義天皇制権力の確立を明らかにしたうえで ，他方に民主主義と平和 ，

生活と権利の要求の実現をめざして発生する労働運動，杜会主義運動をはじめとする諸

杜会運動を明らかにしたのが，本書の戦前の部分である 。絶対主義政府のｒ富国強兵」 ，

「確産工業」をスローガソとする近代産業育成政策，とりわけ目清戦争を前後とする産

業革命を経て ，明治初年の自由民権運動を引きつぎこれを発展させていくべき労働老階

級が台頭 ・結集し ，職業別組合の結成をめざす労働組合期成会の運動が起こっ てくる 。
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絶対主義政府は，ただちに治安警察法を公布してこの幼い最初の労働組合運動の息の根

をとめるが・これに代わ って杜会主義運動が台頭し ，目露戦争にたいする「非戦運動」

をつうじていよいよ成長 ・強化される 。１９１０年 ，無政府主義者を中心とする「大逆事件」

は， 「日本人民の天皇制にたいする革命的闘争の先駆けとしての意義をもっ た」（４２べ一

ジ）と著者は挽定しているが，明治の天皇制と人民との対立のパターソは，口本人民の

絶えざる成長をともないながら ，１９４５年の日本の敗戦までくり返される 。１９２２年には
，

ｒ『天皇の政府の転覆および君主制の廃止』を重要な内容とするブルジ ヨア民主主義革命

を完成させ，ひきつづいて杜会主義革命に前進するという革命の展望」（８０ぺ一ジ）にも

とづく日本共産党が創立され，ようやく科学的な杜会主義運動がきずかれる 。このよう

な天皇制と目本人民との対決を中軸にして ，これを取り巻く諾杜会運動を追及し ，人民

のがわの成長を跡づけたがら明らかにしたのが，本書の第二章から第五章までの前半部

分である 。著老が第一章で要約的に明らかにした絶対主義的天皇制は，本書のそれぞれ

の分野の杜会運動を読みすすむうちに絶えず想起され，それぞれの分野の組織や運動の

意義が明らかにされるであろう 。

（３）

　戦後の杜会運動は，戦前とはまっ たく異な った支配機構のもとに出発することにな っ

た・ すたわち ，著考は，ｒポッダム 宣言は，軍国主義の一掃，戦争犯罪人の処罰 ，民主

主義的傾向の復活 ・強化にたいするい っさいの障害の除去，言論 ・宗教 ・思想の自由な

らびに基木的人権の尊重などを ，敗戦国目本に義務づげた。ところが一方，ポッダム宣

言の実施を監督するという任務をおびる連合国軍隊の共同占領という形式のもとに ，事

実上アメリカ合衆国の軍隊が単独で目本を占領した。史上はじめて目本を占領した外国

軍隊であるこの帝国主義軍隊は，ポツダム宣言に制約されつつも ，アジアに覇権を確立

する野望とｒ反共主義』の本質をもっ ていた。」（１５３ぺ 一ジ）と ，これもまた簡潔に規定

している 。そして ，著者はつづいて ，占領軍が日本で具体的に実施し ，戦前とは違 った

条件を形成した改革について ，ｒ昨目までの強敵であ った天皇制軍国主義に打撃を加え ，

これをアメリカ帝国主義にとっ て無害有益たものに改造する立場から ，『民主的』改革

を推進した。そこで，連合国軍総司令部（ＧＨＱ）は，治安維持法，治安警察法，国防

保安法などの弾圧法規を廃止し ，政治犯を即時釈放し ，特高警察を解体し ，天皇制批判
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の自由をみとめることを指令した。さらにＧＨＱは，婦人の解放，労働者団結権の承認 ・

教育の自由主義化，専制政治からの解放，経済の民主化の五大改革を指令した。そして

農地改革を指令して寄生地主制を解体し ，一時的に・ではあ ったが財閥解体を指令した 。」

（１５３～４べ 一ジ）と要約している 。

　戦前とは違 った ，連合国軍隊の名目で目本を単独占領したアメリカ合衆国軍隊の権力

によっ て， 天皇制 ・寄生地主制は解体されて権力機構から外され，アメリカ帝国主義の

目下の同盟者としての目本独占資本主義の支配の下での杜会運動の展開というのか，著

者が第六章から第八章に描きだした ，１９４５年から１９６０年にいたる杜会運動史である 。

　戦後の廃壇のなかから滋癖とおこっ た労働組合運動とその総同盟 ・産別会議への結集

をはじめ ，農民 ・弁護士 ・婦人 ・文学者 ・科学者 ・青年 ・学生 ・未解放部落 ・在目朝鮮

人なとの民主的大衆団体か結成され，民主主義革命をめさして歩みはじめる 。しかし ，

労働者の二 ・一ゼネスト禁止ののち ，「冷い戦争」政策と目本独占資本の復活とに乗り

出したアメリカ政府は，占領軍によっ て労働者の賃金を抑制させ，行政整理 ・企業整備

を強行する一方，労働組合からの赤追放，民主化同盟などによる弾圧と分裂政策とを強

行したように，杜会運酬こ攻撃を加えるようになる 。著者は，戦後の状況を ，敗戦と占

領にはじまっ て朝鮮戦争を経て講和 ・安保両条約が締結されるまでのアメリカ占領軍の

支配下におかれた時期と ，目本がｒアメリカ帝国主義と従属的な同盟関係を結び・戦争

準備と民族的抑圧と勤労人民収奪を緯持するくびきのもとにおかれた」（２２８ぺ 一ジ）時期

とに分け ，それぞれの時期の杜会運動を描き出している 。労働組合運動は，世界労連主

催による第３回世界労働組合大会の ，「大衆の要求にもとづく統一行動の思想と戦術」

（２３７ぺ一ジ）という決議の紹介をつうじてい っそう成長し ，平和運動 ・原水爆禁止運動 ・

軍事基地撤去運動 ・母親運動など各種の杜会運動か生まれ，急速度に発展する 。著者は ，

これらの目本人民の運動を ，民族独立 ・民主主義擁護の闘争として位置つけながら ，

１９６０年の目米安保条約改定反対闘争と三池炭鉱争議へと ，緊張をもり上げている 。ここ

でも ，運動の両極はきわめて明確で，これを簡潔に叙述していく筆致は，ほかに類書の

ない著者の独壇場である 。

（４）

紙数も残り少なくな ったので，本書を高く評価したうえで，評老の二，三の意見を書
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きとめておくことにしよう 。

　例えぼ ・１９１２年に結成された友愛会にかんして ，著老は前著の『新版日本労働運動の

歴史』（１９７４年，労働旬報杜刊）で、ようやく労働組合運動があたらしい発展期を迎えた

１９１９～２０年段階の説明として取り上げているが ，本書ではｒ冬の時代」から脱出する杜

会運動の一部としてｒ友愛会から総同盟へ」の一項目として ，より大きく取り出してい

る。 しかし ，資本との調和と提携とをつうじて労働者の地位の改善をはかろうとした共

済・ 親睦団体にすぎないこの会に加入した会員が，その数の増加によっ て， 機関紙へ日

常の不平，要求を反映させ，交流しながら労働組合へと変貌させてい った，このようた

労働者大衆のエネ ノレ ギーを明らかにするため ，友愛会の運動をもっと重視する必要があ

ろのではないであろうか。なお ，これに関連して記せば，多くの労働運動史と同じよう

に， 本書は，友愛会を「財界の指導者渋沢栄一らの後援をうげる ，労働者の共済 ・親睦団

体として出発した」（５０べ一ジ），あるいは「かつて渋沢らの援助をうけて結成された友愛

会」（６３ぺ一ジ）たどとしている 。友愛会が早くから添田寿一や小河滋次郎，桑田熊蔵ら財

界・ 官界 ・政界とも閑係の深い学者を顧間にいただいたことは事実であるが，鈴木文治

著ｒ労働運動二十年』（１９３１年，一元杜刊）は，渋沢栄一とあい知 ったのは１９１５年６月 ，鈴

木が排日緩和のために渡米したおり ，添田博士に紹介されてであることを言己している
。

また ・松尾尊禿氏も渋沢栄一の日記を調査した結果を根拠に，渋沢の友愛会結成援助を

「俗説」として斥けている（ｒ友愛会史論」１６５べ一ジ，１９６６年，青木書店刊ｒ大正デモクラシー

の研究』所収）。 友愛会が資本家がわの援助のもとに労資協調主義の団体として結成され

たことを強調Ｌようとするあまり ，渋沢の友愛会援助説をくり返したものであろうが ，

これは資料的に根拠がたいように思われる 。

　また ，戦後の労働組合運動の再建の主流を占めた産別会議の崩壊について ，著老は

「敗戦高後の激動期に ，口本共産党の指導と密着したがら ，労働老階級の生活と権利の

擁護のために勇敢に闘い ，杜会全体の民主化のためにも積極的役割を演じた産別会議で

あっ たが，それゆえに支配層からはげしい攻撃をうげ ，闘争激発主義，セクト主義など

の弱点に乗ぜられて組織の分裂を招き ，大衆の支持を失た って衰退してい った。」（２０７～

８ぺ一ジ）としている 。これはもとより正しいのであるが，二 ・一ゼネストの禁止後 ，

命令を下した強大な権力者とたたかうためには，組合員大衆のよりい っそうの団結の強

化に全力を傾けなけれぼならたか った産別会議が，十分な経験を持たずにあれこれの戦

術上の白已批判をしたにとどまっ たこと ，また組合員大衆は，強大た権力者の攻撃から
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生活を守るためには，理想主義にもえる未熟た指導者を見限らざるをえなか ったからで

はなかろうか。このような労働者階級の知恵とエネ ノレ ギー は， １９５１年総評の “ニワトリ

からアヒルヘ
’’

の変身についてもいえるように思われる。著者は，総評変身の条件を ，

朝鮮戦争下における実質賃金の低下と労働強化，労働時問の延長と労働災害の激増たど ，

「労働条件の悪化と平和た生活への脅威」（２１８ぺ一ジ）に見ている 。これに反対する理由

はないが，いちどは保身のため民主化同盟の運動に身をよせ，占領軍の支持する総評に

結集したものの ，結集した労働者階級のエネ ノレ ギーはわずか一年で総評を変身させた ・

そしてひとすじに労働者階級の利益を追及してきた産別会議の運動が縮小したにもかか

わらず，産別会議の運動の意義は，総評を変身させた大衆的エネルギーとして生きてい

たと見るべきではたかろうか 。

　つまり ，本書は，杜会運動の階級闘争としての本質を ，それぞれの歴史的局面をつう

じて明らかにし ，正しい闘争や指導者のありようを明らかにしているものの ，その背景

で杜会運動を実際に織りたしてきた大衆の動向をさらに追及しておく必要があ ったので

はたいかと思われるのである 。

　さいごに本書の１９６０年以降であるが ，ぺ一ジ数の都会でこのようにな ったものと思わ

れるが，すでに２０年以上を経過しているにもかかわらず ，第九章に６０～７０年代の杜会運

動が総括的に述べられているだけで，あとは８０年代の展望がつげ加えられているにすぎ

ない。本書の第九章で書かれているように ，今目 ，国民生活の困難は増し，平和への脅

威を感じているにもかかわらず，労働組合運動 ・革新政党運動とも右傾化を示している

のだから ，迂余曲折を経てここに至 った６０～７０年代の杜会運動の経過と本質とを解明し

ておく必要があ ったのではなかろうか。そうすれぱ，こんごの展望として ・著者が統一

労組懇と全国革新懇との運動に期待していることの意義がい っそう明確にた ったように

思、われる 。

　本書は，１００年余にわたる目本杜会運動の歴史を総括し，杜会運動史研究のレールを

敷設したようなもので，著者が期待しているように，とくに若い労働者 ・学生 ，そして

若い研究者に十分に読まれることを希望する。本書の巻末には参考文献解題，略年表お

よび詳細な人名 ・事項別索引が付けられており ，これらも読者の参考になろう 。

（７３８）


